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がんとユビキチンリガーゼ 
ユビキチンリガーゼを標的としたがん治療の可能性 

 がんは、現在日本人の２人に１人はかかる非常に身近な病気です。その治療
薬を開発すべく、世界中で様々な研究が行われています。その中でも、ユビキ
チンリガーゼを標的分子として、私はこれまでがん研究を行ってきました。 
 ユビキチンリガーゼは、タンパク質のユビキチン修飾を触媒する酵素群です。
基質タンパク質に付加されたユビキチンを、タンパク質分解装置であるプロテア
ソームが認識することにより、基質は小さなペプチドへと分解されます。このユ
ビキチン・プロテアソーム系が破綻すると、細胞内に不良なタンパク質が蓄積し、
がんを始めとする様々な病気を発症する要因になります。 
 本セミナーでは、がんとは何か？からその治療薬まで一般的な概論と、ユビ
キチンリガーゼを標的としたがん治療研究について、お話したいと思います。 
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